
令和２年８月 定例記者会見 Ｎｏ２
令和２年８月２６日
担当：花巻市博物館

３２－１０３０

主な寄贈資料

公益財団法人総合花巻病院から寄贈いただいた資料をご紹介します
～ 故・佐藤隆房氏収集のコレクション約４０００点を寄贈いただきました ～

公益財団法人総合花巻病院から、前身である花巻共立病院の設立者で初代院長である故・佐藤隆房氏が収集した
コレクションを令和２年６月１７日に寄贈いただきました。寄贈いただいた資料を整理・評価した結果、２１１件、
約４，０００点に及ぶことがわかりました。寄贈いただいた資料の中から主なものを紹介いたします。
大変貴重な資料をご寄贈くださった総合花巻病院の関係者の皆様には、こころより感謝を申し上げます。

▶宮沢賢治関連資料① はがき １点

賢治が、二岳（佐藤隆房氏の俳号）が作った３句を黒字で、その句に対する自身の付句を赤字で書いて佐藤隆房
へ宛てたもの。
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▶宮沢賢治関連資料②

「Ｓ博士に」の詩稿とみられる資料 １点

闘病中の自身の思いを表現した詩の草稿とみられるもの。S博士は佐藤隆房氏であるともいわれている。
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▶松本竣介の素描 １点

都会に生きる人々や都会の風景を描いた日本の
洋画家。戦時下の市街風景を描いたもの。

▶清水多嘉示「裸婦」 １点

長野県出身の彫刻家。
ブロンズ彫刻で日展*をはじ

め国際的にも広く活躍した。

▶花巻人形「猪退治」 １点
ほんこざねこんいとおどしにまいどうぐそく

▶甲冑 本小札紺糸縅二枚胴具足 ２点
南部家縁の品である可能性が認められる甲冑

▶その他の資料

○刀剣類
○橋本八百二「岳父の像」
○故・佐藤隆房氏直筆の書画やパレット等の画材、愛用のメス、日記帳、名刺等

*日本美術展覧会
日本画、洋画、彫刻、工芸美術、
書の５つの部門からなる総合美
術展

▶宮沢賢治関連資料③ 掛軸（毛筆筆写） １点

花巻農学校のかつての教え子に自作の文語詩「種山ヶ原」の一文を書いて贈呈した扇子を軸装したもの。
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